
以
上
、
庚
い
分
野
に
わ
た
る
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
的
確
に
論
評
す
る
こ
と
は
、

守
備
範
囲
の
狭
い
評
者
の
能
力
の
到
底
な
し
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
き
お
い

揚
げ
足
取
り
的
な
論
評
に
筆
が
走
っ
た
。
誤
解
、
曲
解
、
見
賞
は
ず
れ
の
箇
所

も
多
々
あ
ろ
う
か
と
恩
わ
れ
る
。
御
叱
正
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
京
都

大
皐
人
文
科
撃
研
究
所
の
「
明
清
研
究
班
」
は
本
書
の
刊
行
を
以
て
活
動
を
終

了
す
る
と
い
う
。
永
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
貴
重
な
成
果
を
生
ん
だ
「
明
清
研

究
班
」
の
活
動
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
傍
統
あ
る
共
同
研
究
の

場
が
再
開
さ
れ
る
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
三
月
京
都
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究
所

A
五
剣
五
八
二
頁
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松
本
英
紀
謹
註

宋
教
仁
の
日
記

竹

弘

行

内

『論
一
諾
』
微
子
篇
に
、
周
公
の
言
葉
と
し
て
「
備
わ
り
た
る
を
一
人
に
求
む

る
無
か
れ
」
(
ま
た
『
向
書』

君
陳
篇
に
も
み
え
る
)
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ

れ
が
『
論
語
』
に
収
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
恐
ら
く
孔
子
も
口
に
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
、
松
本
英
紀
氏
の
『
宋
数
仁
の
日

記
』
を
手
に
し
て
ま
ず
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
こ
の
『
論
語
』
の
言
楽
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
本
書
が
不
備
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
現
代
日
本

の
中
園
史
皐
者
の
仕
事
と
し
て
は
恐
ら
く
最
上
の
仕
上
り
を
し
て
い
て
、
周
公

や
孔
子
の
言
葉
に
も
時
に
は
例
外
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
程
に
、
本
書
『
宋
数
仁
の
日
記
』
は
、
誇
文
、
誇
註
、
解
題
と

も
、
優
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
私
だ
け
の
剣
断
で
は
な
い
。
さ
き
に
話
題
と
な
っ
た

『
知
の
一
帯
一
園

主
義
|
|
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
中
図
像
1

|』
〈
一
九
八
八
年
、
卒
凡
社
刊
)

の
誇
者
・
佐
藤
慎
一
氏
は
本
書
の
出
版
直
後
に
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
見
解
を

公
表
さ
れ
て
い
る
。

「本
書
は
単
な
る
翻
誇
書
で
は
な
い
。
日
記
に
現
れ
る
人
物
や
事
件
・
組

織
に
つ
い
て
詳
細
な
誇
注
が
施
さ
れ
、
そ
の
総
計
は
九
二
三
項
目
、
一
五

0
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
誇
注
の
債
値
は
極
め
て
高
い
。
例
え

ば
、
日
記
に
は
五

O
O人
を
越
え
る
中
園
人
と
日
本
人
が
登
場
す
る
が
、

彼
ら
の
多
く
は
俸
記
も
な
い
無
名
の
人
物
で
あ
り
、
均
一
昨
注
の
助
け
を
借
り

-147ー
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な
い
限
り
、
日
記
に
書
か
れ
た
こ
と
の
「
意
味
」
を
讃
者
が
理
解
す
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
。
中
一
押
注
に
は
文
献
根
銭
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
研

究
の
手
引
き
と
し
て
も
役
立
ち
、
さ
ら
に
各
末
の
人
名
・
書
名

・
事
項
索

引
と
併
用
す
れ
ば
、
他
に
類
の
な
い
中
園
近
代
史
辞
典
の
機
能
す
ら
果
た

す
。
一

O
年
を
迄
か
に
超
え
る
歳
月
を
南
京
し
て
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

の
良
心
的
な
謬
注
に
は
、
木
文
と
等
し
い
だ
け
の
L
|
|
見
方
に
よ
っ
て

は
、
む
し
ろ
本
文
を
凌
駕
す
る
|
|
僚
値
す
ら
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書

は
、
日
本
の
中
園
近
代
史
研
究
の
、
一
つ
の
到
達
貼
で
も
あ
る
。
」
(
『
朝

日
ジ

ャ
ー
ナ

ル
』
、
一
九
九

O
、
二
、
一
六
)

こ
の
文
の
前
に
は
、
松
本
氏
の
誇
文
が

「正
確
で
、
か
つ
読
み
や
す
い
」
と

い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
本
警
が
単
な
る
誇
蓄
を
越
え
て

「
中
園
近
代
史
辞
典
」

の
機
能
も
持
ち
、
誇
注
が
本
文
を
凌
駕
す
る
と
い
う
右
の
指
摘
に
私
も
同
感
で

あ
る
。
こ
う
し
た
優
れ
た
仕
事
の
紹
介
が
で
き
る
の
も
、
同
翠
と
し
て
は
果
報

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
下、

資
言
で
あ
る
こ
と
を
究
悟
で
、
本
書
の
概

要
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
い
さ
さ
か
整
局
の
言
を
つ
ら
ね
て
、
本
警
が
よ
り
多

く
の
設
者
の
自
に
綱
れ
る
こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。

本
書
の
原
本
宋
数
仁
著
『
我
之
歴
史
』
全
六
径
は
著
者
宋
数
仁
の
来
日
す
る

直
前
、
一
九

O
四
年
一

O
月
か
ら
、
中
園
革
命
の
全
図
的
な
展
開
を
期
し
て
東

北
の
満
洲
馬
賊
に
オ
ル
グ
を
か
け
る
べ
く
鴨
緑
江
か
ら
安
東
入
り
を
し
た
一
九

O
七
年
四
月
ま
で
、
そ
の
関
に
一
部
分
飲
落
は
あ
る
も
の
の
、
全
文
約
一
七
蔦

字
も
の
詳
細
な
日
記
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
日
記
の
全
文
を
卒
明
な
現
代
日
本

語
に
誇
し
、
か
っ
人
物
や
事
項
に
つ
き
詳
し
い
註
を
附
し
、
さ
ら
に
全
憶
に
わ

た
る
「
解
題
」
を
附
け
て
い
る
。
い
ま
、
全
盛
の
構
成
を
目
次
に
よ
っ
て
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

序
文
||
狭
開
直
樹

序第
一
巻

第
二
巻

一
九

O
四
年
九
月

・
十
月

・
十
一
月

一
九

O
五
年
一
月
・
二
月
・
三
月

・
四
月
・
五
月

・
六
月
・
七

月
・
八
月

・
九
月

第
三
単
位
一
九

O
六
年
一
月

・
二
月

・
一
二
月
・
四
月

・
五
月

第
四
巻
一
九

O
六
年
六
月

・
七
月

・
八
月

・
九
月

第
五
径

一
九

O
六
年
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月

第
六
巻

一
九

O
七
年

一
月
・
二
月

・
三
月

・
四
月

附
録
中
央
行
政
と
地
方
行
政
の
匡
分

政課
註

解
題

誇
者
あ
と
が
き

索
引

-148ー

こ
の
う
ち
最
初
の
狭
開
直
樹
氏
の
序
文
以
外
は
、
誇
者
松
本
英
紀
氏
の
手
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
序
(
察
元
堵
の
序
一
か
ら
鳳
高
姦
の
序
九
ま
で
に
、
鴻
骨
同

鐙
の
宋
数
仁
の
短
い
俸
記
を
含
む
)
は
、
民
園
九
年
の
最
初
の
翻
刻
本
(
桃
源

三
官
月
乙
種
農
校
本
)
に
附
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
近
年
大
陸
か
ら
出
版
さ
れ

た
単
行
本
『
宋
数
仁
日
記
』
(
一
九
八

O
年
、
湖
南
人
民
出
版
社
)
、
二
朋
本

『
宋
数
仁
集
』

所
収
「
我
之
歴
史
」
(
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
)
に
は
枚
載

さ
れ
て
い
な
い
。
均
一
昨
者
の
松
本
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
短
い
序
文
な
が
ら
、



宋
敬
仁
の
身
近
に
い
た
人
た
ち
の
文
章
だ
け
に
、
宋
敬
仁
の
人
と
な
り
や
事
跡

を
知
る
上
で
貴
重
な
詮
言
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
第
一
か
ら
第
六

ま
で
の
全
六
巻
が
本
書
の
名
前
に
あ
た
る
「
宋
敬
仁
の
日
記
」
の
部
分
で
あ
る

が
、
原
著
の
書
名
は
『
我
之
歴
史
』
で
あ
る
。

こ
の
命
名
に
つ
い
て
は
、
宋
数
仁
自
身
、
歴
史
に
劃
す
る
自
己
の
主
睦
性
の

確
立
(
原
文
中
に
は
「
主
観
性
」
、
「
鴛
我
主
義
」
、
「
唯
我
主
義
」
と
い
っ
た

言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
)
を
経
た
上
で
付
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
、
日
記
の
後
半
は
、
陽
明
皐
や
心
理
皐
・
哲
皐
を
勉
強
し
つ
つ
、
自
己
の
精

神
主
鐙
を
鍛
え
あ
げ
、
同
時
に
紳
経
衰
弱
症
と
闘
う
、
内
面
的
な
克
服
の
ド
ラ

マ
に
も
な
っ
て
い
る
。
著
者
の
宋
数
仁
が
「
我
」
の
歴
史
と
命
名
し
た
一
番
の

理
由
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

後
の
附
録
「
中
央
行
政
と
地
方
行
政
の
匡
分
」
、
及
び
政
(
彰
淳
篤
)
も
ま

た
、
民
図
九
年
の
初
刊
の
お
り
附
け
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
松
本
氏
の
誇
註
は
、
二
種
類
あ
る
。
次
の
誇
註
の
項
目

で
設
明
さ
れ
る
の
は
、
時
に
「
未
詳
」
の
二
字
で
す
ま
さ
れ
る
も
の
も
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
数
百
字
に
わ
た
る
詳
細
な
も
の
。
こ
の
他
に
も
う
ひ
と
つ
謬

文
中
に
〔
〕
で
示
さ
れ
る
補
註
で
、
こ
れ
は
、
原
文
中
の
十
二
支
に
よ
る
時

刻
の
表
現
を
、
逐
一
、
現
代
の
二
十
四
時
開
制
に
よ
る
表
示
に
直
し
た
り
、
嘗

時
の
地
名
を
現
代
の
名
稽
に
よ
っ
て
示
し
た
り
す
る
ほ
か
、
宋
数
仁
が
手
に
し

た
り
買
い
入
れ
た
書
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
逐
て
調
べ
上
げ
て
そ
の
著
者
・

誇
者

・
出
版
社
・
刊
行
年
を
註
記
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

一
九

O
五
年
七
月
一
一
一
一
一
日
、
宋
数
仁
は
、
『
耶
蘇
俸
』
を
買
っ

た
。
そ
の
書
名
の
下
に
松
本
氏
は
こ
う
註
記
し
て
い
る
。

「
ル
ナ
ン
著
、
綱
島
梁
川
誇
、
東
京
事
門
皐
校
出
版
部
刊
」

九
頁
〉
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(
本
書
、
八

こ
の
前
後
の
日
記
か
ら
、
宋
数
仁
は
牧
師
と
曾
っ
て
キ
リ
ス
ト
数
に
興
味
を
持

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
日
本
で
の
翻
誇
書
を
と
お
し
て
よ
り
深
い

知
識
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
事
が
、
右
の
註
か
ら
制
判
明
す
る
。

な
お
、
本
書
の
出
版
に
先
立
っ
て
、
小
松
原
伴
子
氏
が
宋
数
仁
の
日
記
に
み

ら
れ
る
書
物
を
調
査
さ
れ
、
犬
繁
詳
し
い
「
宋
数
仁
譲
書
目
録
(
一
九

O
四
1

0
七
年
〉
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

『
耶
蘇
即
時
』
に
は
、

次
の
三
種
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
ル
ナ
ン
著
・
綱
島
梁
川
誇
の
も
の
、
ノ
イ
マ
ン
者
・
栗
原
基
誇
の
も
の
、

数
文
館
刊
行
の
も
の
の
三
種
あ
り
」
(
『
陶
沫
集
』
第
五
集
一
九
八
七

年
、
所
枚
「
宋
数
仁
、
そ
の
青
年
時
代
と
日
本
|
|
『
我
之
歴
史
』
に
讃

書
の
跡
を
探
り
つ
つ
|
|
」
、
二
五

O
頁〉

松
本
註
が
な
ぜ
最
初
の
ル
ナ
ン
著
・
綱
島
梁
川
誇
の
み
を
あ
げ
た
の
か
、
そ
の

根
擦
が
示
さ
れ
て
お
れ
ば
、
よ
り
親
切
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ

れ
、
書
名
も
人
名
も
事
項
も
巻
末
に
索
引
が
あ
っ
て
、
僻
書
と
し
て
の
役
目
を

も
果
し
て
く
れ
る
こ
と
は
有
難
い
。
誇
者
の
解
題
と
あ
と
が
き
は
後
に
ふ
れ
る

こ
と
も
あ
ろ
う
。
以
上
、
本
書
の
構
成
を
白
衣
に
卸
し
て
紹
介
し
た
。
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本
書
『
宋
数
仁
の
日
記
』
の
著
者
、
宋
数
仁
は
、
湖
南
省
桃
源
鯨
に
生
ま
れ

た
。
幼
児
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
宋
数
仁
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
資
料
が

残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
戊
皮
第
法
の
翌
年
す
な
わ
ち

一
八
九
八

年
、
一
八
歳
の
と
き
桃
源
際
の
澄
江
書
院
に
て
勉
皐
し
、
さ
ら
に
一
九

O
三

年
、
二
二
歳
の
と
き
湖
北
省
武
昌
の
文
普
通
皐
堂
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
、
革
命

思
想
に
接
し
、
翌
年
冬
に
は
日
本
へ
亡
命
す
る
。
日
記
は
、
宋
数
仁
が
日
本
へ

向
う
直
前
宋
数
仁
ら
湖
南
土
人
を
中
心
と
し
た
革
命
闘
侵
「
牽
輿
曾
」
の
長
沙
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蜂
起
が
事
前
に
渡
先
し、

官
懲
の
追
求
を
の
が
れ
急
嫁
日
本
へ
亡
命
す
る
と
い

う
、
冒
頭
か
ら
ス
リ
リ
ン
グ
な
逃
亡
の
記
録
で
始
ま
る
。

こ
の
一
九

O
四
年
は
日
本
で
は
明
治
三
七
年
に
あ
た
り
、
お
り
か
ら
中
園
東

北
・
東
三
省
(
奮
満
洲
)
を
舞
翠
に
日
露
戟
争
が
戟
わ
れ
て
い
た
。
翌
一
九

O

五
年
に
は
ロ
シ
ア
帯
圏
内
に
「
血
の
日
曜
日
事
件
」
な
ど
祉
曾
主
義
思
想
の
撞

頭
と
ロ
シ
ア
革
命
の
出
現
を
暗
示
す
る
事
件
も
設
生
し
、
ま
た
東
洋
の
一
後
進

園
だ
っ
た
日
本
が
、
ロ
シ
ア
帝
図
と
の
取
い
に
勝
っ
て
脅
園
主
義
列
強
の
一
角

に
食
い
込
む
な
ど
、
こ
の
年
は
ま
さ
し
く
二

O
世
紀
の
世
界
史
的
な
鱒
換
の
年

に
あ
た
っ
て
い
た
。
宋
敬
仁
は
、
そ
の
綾
子
を
亡
命
地
東
京
に
い
て
毎
日
、
日

記
に
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
宋
数
仁
の
日
記
の
稀
有
な
償
値
の
ひ
と

つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九

O
五
年
は
、
中
園
革
命
運
動
史
に
お
い
て
も
、
劃
期

的
な
年
で
あ
っ
た
。
宋
数
仁
の
日
記
に
そ
の
詳
細
が
誌
さ
れ
て
い
る
が
、

孫
文

の
来
日
で
宋
数
仁
や
黄
興
な
ど
湖
南
の
「
華
輿
曾
」
と
革
命
諸
汲
の
聞
に
大
同

図
結
が
な
り
、
「
中
園
革
命
同
盟
舎
」
が
成
立
し
た
。
六
年
後
の
辛
亥
革
命
を

射
程
に
入
れ
た
革
命
活
動
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

端
炭
化
の
あ
っ
た
の
は
、
革
命
勢
力
の
側
だ
け
で
は
な
い
。
満
洲
族
の
王
朝
で

あ
る
清
朝
も
、
こ
の
一
九

O
五
年
に
は
、
科
患
を
畷
止
し
、
憲
政
の
観
察
の
箆

に
特
命
五
大
臣
を
海
外
に
波
遣
し
、
翌
一
九

O
六
年
九
月
一
日
に
は
、
西
太
后

に
よ
り
「
橡
備
立
憲
」
の
詔
が
下
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
政
府
側
の
動
向
は
、
海
外
の
革
命
家
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え

た
。
す
で
に
本
書
の
序
文
で
狭
開
直
樹
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
科
傘
の
時
四

止
は
、
留
皐
生
の
爆
設
的
増
加
と
な
っ
た
。
特
に
日
本
で
は
、
日
露
戦
争
が
終

っ
た
頃
に
は
八
千
人
に
も
の
ぼ
り
、
そ
れ
が
「
篤
政
者
の
意
図
と
ま
る
で
反
し

て
革
命
化
し
て
し
ま
う
」
状
況
も
出
現
す
れ
ば
、
物
見
遊
山
で
蕩
壷
す
る
者
も

多
か
っ
た
。
宋
数
仁
の
日
記
に
は
、
同
じ
留
皐
生
仲
聞
か
ら
「
遊
廓
」
へ
行
こ

う
と
誘
わ
れ
た
が
断
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
ハ
一
九

O
六
年
六
月
五
日
〉
。

一
九

O
五
年
一
一
月
に
は
、
急
増
し
た
留
皐
生
に
射
'し
て
日
本
の
文
部
省
が

「
留
闘
争
生
取
締
り
規
則
」
を
制
定
公
布
し
た
。
こ
れ
に
針
し
て
中
園
人
留
皐
生

は
強
く
反
設
し
、
特
に
湖
南
省
出
身
で
宋
数
仁
の
先
輩
で
あ
っ
た
陳
天
筆
(
一

八
七
五
|
一
九

O
五
)
は
大
森
海
岸
に
て
抗
議
の
自
殺
を
し
た
。
た
だ
、
こ
の

前
後
の
宋
数
仁
の
日
記
が
紋
落
し
て
い
て
、
詳
し
い
こ
と
が
剣
ら
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
。

一
九

O
六
年
に
な
る
と
、
宋
数
仁
は
、
名
を
宋
錬
と
袋
え
て
、
官
費
留
皐
生

の
資
格
を
と
り
、
早
稲
田
大
皐
清
図
留
畢
生
部
強
科
に
入
拳
し
た
。
宋
数
仁
の

日
記
の
後
牢
は
、
こ
の
年
の
生
活
記
録
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

生
活
の
重
心
を
革
命
活
動
か
ら
勉
皐
に
移
し
て
、
自
己
の
精
神
鍛
練
や
持
病
と

な
っ
た
神
経
衰
弱
症
と
闘
っ
た
。

一
一
月
五
日
か
ら
は
、
宮
崎
治
天
家
に
て
鱒

地
療
養
も
し
て
い
る
が
、
革
命
家
の
内
面
を
、
こ
れ
ほ
ど
克
明
に
記
録
し
た
も

の
を
私
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

一
九

O
六
年
末
、
宋
数
仁
の
も
と
に
湖
南
の
酷
陵
、
江
西
の
搾

・
湖
南
地
方

に
お
い
て
革
命
焦
が
蜂
起
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
停
わ
る
。
一
時
、
勢
力
を
得

た
起
義
軍
も
翌
一
九

O
七
年
に
は
卒
定
さ
れ
、
つ
づ
い
て
犠
牲
と
な
っ
た
同
志

の
許
報
や
逮
捕
さ
れ
た
仲
関
の
知
ら
せ
に
接
し
、
宋
数
仁
は
そ
の
劉
態
に
追
わ

れ
る
一
方
、
新
し
い
革
命
の
展
開
を
期
し
て
満
洲
馬
賊
と
の
接
郷
を
園
る
べ
く

日
本
を
離
れ
る
。
彼
の
日
記
は
こ
の
年
四
月
九
日
の
記
録
と
馬
賊
あ
て
の
激
文

を
も
っ
て
終
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
宋
数
仁
は
、
日
本
へ
再
び
戻
っ
て
章
嫡
麟
や
日
本
人
北
一
輝
ら
と

革
命
活
動
を
績
け
る
が
、
一

九
一

O
年
一

一一
月
末
に
錆
園
し
、
中
部
同
盟
舎
を

組
織
し
て
武
畠
起
義
を
準
備
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
誇
者
松
本
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英
紀
氏
の
発
作
「
中
部
同
盟
舎
と
辛
亥
革
命
1
1
1
宋
数
仁
の
革
命
方
策
|
|
」

(
小
野
川
秀
美
・
島
田
慶
次
編
『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
一
九
七
八
年
、
筑
摩
書

房
)
に
諮
ろ
う
。

民
園
成
立
後
の
宋
数
仁
が
、
園
民
黛
を
結
成
し
、
議
舎
を
と
お
し
て
大
総
統

亥
世
凱
を
製
肘
せ
ん
と
目
論
み
な
が
ら
、

一九一一一一年一一一
月
二

O
目
、
上
海
騨

に
て
凶
揮
に
倒
れ
、
わ
ず
か
三
二
裁
で
逝
去
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
だ
。

辛
亥
革
命
の
研
究
は
、
今
日
で
は
孫
交
を
中
心
に
大
獲
さ
か
ん
で
あ
る
が
、

今
や
中
園
史
皐
者
だ
け
で
な
く
、
日
本
史
や
近
郊
諸
園
関
係
史
や
社
曾
主
義
思

想
史
と
い
っ
た
分
野
か
ら
も
研
究
の
綱
手
が
の
び
て
い
る
。
本
書
『
宋
数
仁
の

日
記
』
は
、
そ
う
し
た
吠
況
に
も
針
態
で
き
る
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
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誇
者
松
本
氏
の
誇
文
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
松
本
氏

は
、
「
羽
一
持
者
あ
と
が
き
」
で
、
故
三
田
村
泰
助
氏
の
勤
め
で
、
宋
数
仁
『
我
之

歴
史
』
の
翻
誇
を
決
意
さ
れ
、
す
で
に
一
九
七
五
年
よ
り
『
立
命
館
文
皐
』
誌

上
に
連
載
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
そ
の
後
も
改
訂
・
櫓
訂
を
施
し
て
、
本
書
の

刊
行
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
本
書
に
費
さ
れ
た
時
開
が
、
並
た
い
て
い
の
量

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
松
本
氏
は
、
誇
文
に
つ
い
て
同
じ
「
誇
者
あ
と
が
き
」
の
中

で
、
「
少
々
、
直
誇
的
な
文
章
に
し
た
の
は
、
-
謀
者
の
、
日
記
の
文
鐙
を
そ
の

ま
ま
生
か
そ
う
と
し
た
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
断
っ
て
い
る
。
宋
数
仁

の
日
記
の
文
題
は
、
中
園
が
近
代
に
な
っ
て
縛
換
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
古
典
漢

文
霞
で
あ
り
、
来
日
後
、
語
棄
に
日
本
語
や
欧
文
が
ま
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
格
調
は
獲
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
黙
で
は
、
梁
啓
超
の
文
章
の
よ
う
な
開

の
び
し
た
翻
誇
臭
が
な
い
。
松
本
氏
は
、
そ
の
黙
を
ふ
ま
え
て
、
日
本
語
と
し

て
は
や
や
堅
め
の
直
謬
的
な
文
章
に
移
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
時
代
が
か
っ

た
漢
文
訓
讃
調
に
な
っ
て
い
な
い
黙
は
、
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
む
し

ろ
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
思
い
き
っ
た
憲
議
を
試
み
て
、
宋
数
仁
の
意
の
あ
る

と
こ
ろ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
示
し
て
み
せ
る
。

例
え
ば
、
一
九

O
六
年
三
月
一
八
日
の
日
記
に
こ
う
い
う
話
が
あ
る
。
宋
敬

仁
は
、
女
友
達
の
西
村
千
代
子
に
曾
い
に
行
っ
た
。
西
村
千
代
子
と
い
う
の

は
、
中
園
人
留
皐
生
に
好
一
意
的
な
西
村
年
一
と
い
う
日
本
人
の
娘
で
、
こ
の
年

の
一
月
七
日
の
日
記
に
始
め
て
登
場
し
、
宋
数
仁
と
(
末
永
簡
と
千
代
子
の
妹

の
四
人
で
)
活
動
潟
県
を
見
に
行
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
日
既
に
、
李
和
生
と

い
う
同
じ
湖
南
桃
源
出
身
の
留
畢
生
仲
聞
か
ら
「
西
村
の
女
と
曾
う
べ
き
で
な

か
っ
た
」
と
責
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
李
和
生
は
、
前
年
末
に
宋

数
仁
に
『
陽
明
全
集
』
を
買
っ
て
心
を
治
め
身
を
修
め
る
こ
と
を
重
ん
ず
る
よ

う
勤
め
た
人
物
で
あ
る
ご
九

O
六
年
一

O
月
七
日
〉
。
の
み
な
ら
ず
、
宋
数

仁
と
は
特
別
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
週
に
一
度
は
宿
を
共
に
す
る
と
い
う

約
束
だ
っ
た
の
だ
(
同
年
二
月
一
一
一
一
日
)
。
し
か
も
、
二
人
と
も
日
記
を
つ
け

て
い
て
、
相
互
に
見
せ
て
は
批
剣
し
あ
う
仲
で
も
あ
っ
た
(
同
年
六
月
一
一
日

と
三
月
一
九
日
に
は
、
相
手
の
方
の
下
宿
に
行
っ
て
勝
手
に
そ
の
日
記
を
み
た

と
あ
る
)
。
宋
数
仁
と
李
和
生
の
閲
に
新
し
く
日
本
人
の
未
婚
女
性
西
村
千
代

子
が
介
在
し
、
三
月
は
じ
め
に
は
、
彼
女
の
案
内
で
王
子
製
紙
を
見
摩
、
同
月

一
一
日
の
夜
に
は
、
宋
数
仁
は
李
和
生
に
「
西
村
の
娘
を
愛
し
て
い
る
」
と
告

白
す
る
に
至
っ
た
。

嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
李
和
生
は
厳
し
く
宋
数
仁
を
批
剣
し
、
逆
に
宋
数
仁

は
「
美
女
を
見
る
と
好
き
に
な
る
、
こ
れ
は
心
理
上
の
自
然
の
本
能
で
あ
る
」

と
態
じ
た
。
以
降
、
宋
数
仁
の
日
記
に
は
李
和
生
、
奥
紹
先
と
い
っ
た
同
郷
の
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留
風
平
生
と
激
し
い
非
難
と
瞳
町
議
の
臨
応
酬
を
く
り
返
し
た
。
そ
の
最
中
の
一
一
一
月
一

八
日
、
宋
数
仁
は
、
首
の
西
村
家
に
赴
き
し
ば
ら
く
門
前
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
の

ち
内
に
入
っ
た
。
た
ま
た
ま
父
親
の
年
一
が
不
在
で
千
代
子
が
出
て
き
て
、
親

し
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

そ
う
書
い
た
後
に
、
日
記
の
原
文
に
は
「
坐
良

久
、
千
代
子
宮
一口
笑
在
若
有
情
之
関
」
と
あ
り
、
私
は
以
前
か
ら
こ
の
部
分
の
現

代
語
誇
を
何
と
す
べ
き
か
、
頭
を
か
か
え
て
い
た
。
松
本
氏
は
、
こ
れ
を
ス

ッ

キ
リ
と
次
の
よ
う
に
誇
さ
れ
て
い
る
。

「
し
ば
ら
く
し
て
、
千
代
子
が
笑
い
な
が
ら
『
繁
な
考
え
を
懐
い
て
い
る

の
で
は
な
い
の
!
』
と
い
っ
た
。
」
(
本
書
、
一
五
五
頁
)

こ
の
夜
も
李
和
生
が
来
て
、
激
し
く
宋
数
仁
を
非
難
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
二
人
の
衝
突
は
、
こ
の
半
年
後
の
李
和
生
の
隠
園
ま
で
つ
づ
く
が
、
宋
数

仁
と
西
村
千
代
子
と
の
仲
は
、
こ
の
一
筒
月
後
、
宋
数
仁
が
一
方
的
に
曾
わ
な

い
よ
う
に
し
て
終
っ
て
い
る
。
宋
数
仁
が
木
賞
に

「
畿
な
考
え
を
懐
い
て
」
い

た
の
か
ど
う
か
は
、

直
接
木
蓄
を
ひ
も
と
い
て
判
断
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
よ

い
か
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
松
本
氏
の
謬
文
が
原
文
を
生
か
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
時
に

は
、
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
一
九

O
五
年
九
月
一
九
日
、
宋
数
仁

は
同
志
の
黄
輿
と
曾
い
雑
誌
『
二
十
世
紀
之
支
那
』
を
同
盟
舎
の
機
関
誌
に
改

め
る
件
で
、
次
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ
た
。

「
《
二
十
世
紀
之
支
那
》
は
昨
日

O
舎
で
醤
名
を
使
用
せ
ず
、
別
に
雑
誌

を
出
す
こ
と
に
し
て
、
い
っ
さ
い
の
関
係
は
表
面
上
す
べ
て
断
ち
切
る
こ

と
に
し
た
。

O
舎
は

〔《
二
十
世
紀
之
支
那
》
が
〕
排
外
主
義
を
主
張
す

る
こ
と
で
人
々
の
嫌
忌
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
撃
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
云

云
」
(
原
文
「
《
二
十
世
紀
之
支
那
》
、
前
日

O
舎
議
決
不
用
原
名
、
擬
別

出
一
報
、
一
切
関
係
、
表
面
概
輿
断
紹
、
以
O
舎
不
欲
持
排
外
主
義
啓
人

嫌
忌
也
云
云
」
。
傍
貼
は
竹
内
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
本
書
、
一

O
九
頁
)

松
本
氏
は
、
文
中
に
「
排
外
主
義
」
と
あ
る
貼
に
次
の
よ
う
な
註
を
附
け
て
い

ヲ
匂
。

「
排
外
主
義
と
は
今
日
流
に
い
え
ば
、
反
帯
園
主
義
を
意
味
す
る
。
《
二

十
世
紀
之
支
那
》
が
排
外
主
義
云
々
と
は
具
鐙
聞
に
さ
き
の
夜
禁
慮
分
を

受
け
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
う
し
た
渡
言
を
し
た
の
は
誰

か
ら
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
新
し
く
機
関
紙
を
夜
行
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
の
は
孫
文
で
あ
っ
た
(
『
胡
漢
民
自
惇
』
俸
記
文
拳
出
版
社
、
一
七
頁
、

及
び
『
園
父
年
譜
』
増
訂
木
、
上
加
、
一
九
九
J
二
O
O頁)。
」

(本

書
、
四
四
二
頁
)

原
文
に
「
排
外
主
義
」
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
誇
文
に
用
い
て
、
そ
れ
を
「
反

喬
園
主
義
」
と
よ
み
縫
え
る
の
は
、
一
九

O
O年
の
義
和
闘
の
排
外
主
義
や、

廿
一

箇
僚
要
求
に
射
す
る
排
白
運
動
な
ど
と
通
じ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
し
か

し
、
原
文
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
で
な
く
、
私
は
今
日
風
に
い
え
ば

「セ

ク
ト
主
義
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

同
盟
舎
が
宋
数
仁
ら
湖
南
出
身
者
の
華
輿
舎
、
孫
文
ら
庚
東
出
身
者
の
輿
中

曾
、
掘
削
江
出
身
者
の
光
復
舎
な
ど
革
命
諸
副
陸
の
大
同
園
結
で
成
立
し
た
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
だ
。
従
っ
て
、
そ
の
機
関
誌
が
牽
輿
舎
の
そ
れ
の
沓
名
《
二

十
世
紀
之
支
那
》
を
残
し
て
お
れ
ば
、
か
え
っ
て
セ
ク
ト
主
義
を
残
存
さ
ぜ
る

こ
と
に
な
り
、
舎
員
の
園
結
に
ひ
び
の
入
る
の
を
避
け
が
た
い
。
従
っ
て
、
嘗

面
の
課
題
は
、
大
同
園
結
を
阻
げ
る
要
因
の
除
去
に
あ

っ
た
と
み
る
方
が
安
賞

す
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
前
、
豪
興
曾
の
内
部
で
は
同
盟
舎
へ
の
加
入
を
め
ぐ
り
次
の
よ
う

な
意
見
の
樹
立
が
あ
っ
た
と
い
う
。
陳
天
葦
は
賛
成
、
資
興
は
形
式
上
連
合

し
、
精
一
脚
的
に
は
牽
輿
曾
を
存
績
さ
せ
る
こ
面
作
戦
、
劉
林
生
は
反
射
の
立
場
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を
そ
れ
ぞ
れ
と
り
各
・
自
の
主
張
が
ま
と
ま
ら
ず
、
宋
数
仁
は
結
局
「
個
人
の
自

由
」
で
よ
い
と
し
て
い
る
(
一
九

O
五
年
七
月
二
九
日
〉
。
他
の
曾
波
も
似
た

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
新
し
い
機
関
誌
に

奮
名
を
残
し
て
、
他
曾
波
を
刺
激
す
べ
き
で
は
な
い
、

と
い
う
の
が
、

孫
文
ら

同
盟
曾
推
進
汲
の
意
向
と
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
こ
は
私
は
同
盟
舎
な
ら

び
に
そ
の
機
関
誌
の
誕
生
を
め
ぐ
る
微
妙
な
か
け
ひ
き
の
一
面
を
讃
む
部
分
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
誇
文
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
資
料

解
緯
の
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
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本
書
が
謬
書
と
は
い
え
時
聞
を
か
け
工
夫
を
こ
ら
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
優

れ
た
作
品
で
あ
り
、
塵
界
に
多
大
の
寄
輿
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
統

に
何
度
も
ふ
れ
た
。
し
か
し
、
理
持
者
の
努
苦
を
十
分
認
め
た
上
で
、
あ
え
て

「
毛
を
吹
い
て
胞
を
求
め
」
る
と
す
れ
ば
、

以
下
の
よ
う
な
黙
も
あ
る
の
で
附

記
し
て
お
き
た
い
。

ω
本
霊
園
の
弔
辞
註
に
、
上
海
に
作
ら
れ
た
宋
敬
仁
の
墓
に
は
、
「
片
手
に
書

物
を
か
か
え
、
片
手
は
頬
を
支
え
て
冥
想
に
ふ
け
る
坐
肢
の
石
像
(
本
書
揺
入

の
篤
員
を
参
照
)
が
あ
り
」
ハ
三
八
三
頁
)
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の

中
に
は
、
「
留
皐
時
代
の
宋
敬
仁
」
と
「
宋
数
仁
の
生
家
」
の
篤
員
し
か
枚
載

さ
れ
て
い
な
い
。
何
か
の
事
情
で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ち
ょ
っ

と
残
念
だ
。
本
書
全
鐙
に
言
え
る
こ
と
だ
が
も
う
少
し
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
資
料
、か

加
え
ら
れ
れ
ば
、
活
字
だ
け
の
註
穫
に
色
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

久
ノ
。

ω
誇
語
の
中
で
気
付
い
た
事
だ
が
、
原
文
に
「
前
日
」
と
あ
る
と
こ
ろ

を
、
す
べ
て
「
一
昨
日
L

と
理
辞
し
て
あ
る
。
現
代
中
園
語
で
は
そ
の
通
り
だ

が
、
古
典
で
は
「
先
日
」
の
意
味
で
、
一
昨
日
で
も
そ
れ
以
前
を
指
す
場
合
で

も
使
っ
て
い
る
。
宋
数
仁
が
一
九

O
六
年
三
月
一
一
一
日
に
留
皐
仲
間
の
奥
紹
先

に
出
し
た
手
紙
で

「
前
日
誤
解
愛
色
之
義
」
と
あ
る
の
は
、
拙
文
で
さ
き
に
ふ

れ
た
宋
数
仁
が
西
村
千
代
子
を
見
そ
め
て
「
美
女
を
見
る
と
好
き
に
な
る
(
原

文
「
見
美
色
而
愛
之
」
)
、
こ
れ
は
心
理
上
の
自
然
の
本
能
で
あ
る
」
と
論
じ
た

三
月
一
一
日
の
こ
と
。

一
昨
日
だ
と
三
月
一
九
日
に
な
り
、
こ
の
日
は
、
突
紹

先
か
ら
、
こ
の
宋
数
仁
の
西
村
千
代
子
を
め
ぐ
る
愛
色
渓
言
を
批
剣
し
た
手
紙

を
受
け
と
っ
た
日
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
一
昨
日
は
女
性
を
愛
す
と
い
う
意
味

を
取
り
違
え
て
い
た
」
(
一
五
九
頁
〉
と
司
一
拝
さ
れ
て
い
る
の
は
正
確
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。

ω
逆
に
原
文
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
誇
語
が
第
え
て
あ
る
場
合
で
気
に

な
っ
た
事
。

A
.
一
九

O
五
年
三
月
一
一
一
日
、

原
文

「(
余
不
知
)
母
我
負
人
之
義
」

B
.

一
九

O
六
年
二
月
二
七
日
、
原
文

「
〈
待
人
)
寧
人
負
我
傍
我
負
人
」

c.
一
九

O
六
年
九
月
一
目
、
原
文
「
(
皐
)
同晶子
人
負
我
母
我
負
人
之
法
」

む
し

こ
う
並
記
す
る
と
、
宋
数
仁
の
生
活
上
の
モ
ッ
ト
ー
が
傍
貼
部
の
「
寧
ろ
人
が

そ

む

忽

我
に
負
く
と
も
、
我
は
人
に
負
く
母
か
れ
」
と
い
う
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

だ
と
す
る
と
謬
文
で
、

A
「
人
の
好
意
に
そ
む
い
て
は
な
ら
な
い
道
理
」

(
五
四
頁
)
、

B
「
人
に
負
捲
を
か
け
さ
せ
る
よ
り
自
分
が
負
矯
し
た
方
が
よ

い
」
(
一
四
三
頁)、

C
「
む
し
ろ
人
が
わ
た
し
を
背
く
と
も
、
わ
た
し
が
人

に
背
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
這
理
」
(
二
二
四
頁
)
と
あ
る
の
は
、

丁
寧
に

誇
し
分
け
て
、
か
え
っ
て
宋
敬
仁
の
本
意
を
譲
者
に
見
誤
ら
せ
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

川
刊
宋
数
仁
が
、
中
園
(
漢
)
民
族
の
租
と
し
て
責
需
を
重
視
し、

中
園
濁
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自
の
紀
年
法
に
黄
-
帝
即
位
元
年
よ
り
数
え
る
方
法
を
主
張
し
て
い
た
事
は
日
記

に
何
度
も
み
え
る
。
一
九

O
五
年
一
月
一
一
六
日
、
彼
は
自
分
た
ち
の
雑
誌
『
二

十
世
紀
之
支
那
』
に

こ
の
事
帝
の
宵
像
を
掲
げ
て
、
白
か
ら
題
詞
を
作
っ
た
。

そ
の
中
に
「
使
吾
世
世
子
孫
有
畷
飲
之
所
号
、
昔
(
皆
)
頼
喬
之
櫛
風
而
泳
雨
」

と
い
う
句
が
あ
っ

て
、
理
一
昨
文
で
は
「
五
日
が
世
世
子
孫
を
し
て
敵
飯
う
所
を
有
し

め
、
昔
は
一
帝
の
櫛
風
を
頼
り
て
休
雨
す
」
(
一一一
九
頁
)
と
し
て
い
る
。
原
文
中

「
昔
」
を
「
皆
」
と
す
る
の
は
校
注
本
で
あ
り
‘
『
二
十
世
紀
之
支
那
』
雑
誌

の
題
調
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
l
ク
と
し
て
一
言
註

記
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
原
文
に
「
櫛
風
而
泳
雨
」
と
あ
る
の
は
、
も
と
「
荘
子
』

天
下
篇
に
か
の
市
内
王
が
洪
水
を
治
め
る
に
あ
た
り
「
泳
甚
雨
、
櫛
疾
風
」
(
甚

〈
し
げ
ず

雨
に
休
し
、
疾
風
に
櫛
る
)
の
苦
難
を
重
ね
た
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
鞠
じ

て
、
王
業
を
定
め
る
意
味
に
な
っ
た
。
例
え
ば
『
唐
書
』
秋
仁
傑
俸
に
は
「
文

皇
帝
(
唐
太
宗
李
世
民
)
櫛
風
体
雨
、
官
野
鏑
以
定
天
下
」
と
い
う
。
従
つ

お
お

た

ち

お

お

お

の

か

ち
ゅ
う
C
く

て
、
こ
の
寅
一
帝
一
の
場
合
も
、
前
に
「
大
万
と
閥
斧
と
を
薙
り
て
、
以
て
九
有
を

集
定
す
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
五
日
が
世
世
子
孫
を
し
て
敵
飯
う
所
あ
ら
し
む

る
は
、
皆
(
あ
る
い
は
昔
)
帯
(
賞
一帝
)
の
櫛
風
し
休
雨
す
る
(
勢
苦
〉
に
頼

る
」
と
讃
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
四
高
高
の
同
胞
」
に
そ
の
租
曹
帝

を
忘
る
な
か
れ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
は
、
宋
数
仁
の
意
識
を
端
的

に
示
し
て
い
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

自
国
頭
に
、

『
論
語
』

に
み
え
る
周
公
の
言
葉
「
備
わ
り
た
る
を
一
人
に
求
む

る
無
か
れ
」
を
引
用
し
て
貨
に
よ
く
備
わ
っ
て
い
る
と
本
書
の
優
れ
て
い
る
こ

と
を
言
っ
た
が
、
も
と
よ
り
五
百
頁
を
越
え
る
大
作
に
手
落
ち
の
一
つ
や
二
つ

は
あ
っ
て
嘗
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
右
に
、
本
書
を
精
譲
し
な
が
ら
気
付
い
た

「
庇
」
数
黙
を
列
血
申
し
た
が
、
全
鐙
か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の
些
細
な
事
で
、
本
書

の
債
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

評
者
に
宋
数
仁
の
日
記
の
面
白
さ
を
教
示
し
て
下
さ
っ
た
の
も
、
寅
は
松
本

英
紀
氏
で
あ
り
、
以
来
、
何
度
か
『
我
之
歴
史
』

を
讃
ん
だ
。
そ
の
皐
恩
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
本
書
の
誇
註
の
中
に
未
公
刊
の
愚
論
の
紹
介
ま
で
し
て
下
さ

っ
た
氏
の
員
撃
で
謙
虚
な
姿
勢
に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。
こ
の
拙
い

評
が
、
誤
解
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
が
、
「
謬
者
あ
と
が
き
」
で

松
本
氏
自
身
が
「
こ
ん
度
は
い
よ
い
よ
わ
た
し
の
宋
敬
仁
論
を
展
開
せ
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
次
な
る
氏
の
宋
数
仁
論
の
完
成
を
祭
し

み
に
待
ち
た
い
と
思
う
。

一
九
八
九
年
一
二
月
京
都
同
朋
合
出
版

A
五
剣
五
六
八
頁
一
八

0
0
0圃
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